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| ジャ クサ ス | 
航空 研究 開発 機構 機関 誌 


た バー) " リ 


| 宙 開 発 委 員 会 の 松尾 弘毅 委 員 長 と 本 誌 の 山根 
一 眞 編集 顧問 に 放 MM こつ い 
く 人 く な お 話 を ぜひ お 読み く だ さい 。 
今回 の 表紙 は 若田 光一 宇宙 飛行 士 が 登場 で す 。 先般 、 国際 
宇宙 ステ ーション へ の 長期 滞在 搭乗 員 に 選ば れ 、 そ の 抱負 
を 語り ます 。 巻頭 で は 今夏 打ち 上 げ ら れる 月 周回 衛星 | セ 
レー ネ 」 の 15 の 科学 観測 ミッ ショ ン を ご 紹介 し ます 。 月 の 
神秘 を 早く 解明 し た いで すね 。 本 誌 中 ほど の 見 開き ペー ジ 
は 、 探査 機 「 は や ぶさ 」 が 撮影 し た 小惑星 | イト カワ 」 の 新 し 
い 画 像 を 掲載 し まし た 。 それ に し て も | イト カワ ]」 は 不思議 
な 形 を し て いま す 。 今 号 か ら 最 後 の ペ ー ジ も 折々 の 各種 
情報 を ご 紹介 する こと に し まし た 。 この ほど 筑波 宇宙 セン 
ー に |H-I ロ ケッ ト ] の 実機 を 展示 し まし た が 、 ぜひ 同 セ ン 
ー に 足 を お 運び いた だ き 、 本 物 に ふれ て いた だ きた いと 
思い ます 。 また 、 東 京 : 丸 の 内 に あ 
る JAXA の 常設 展示 場 JAXA il 
を リニュ ー ア ル し まし た 。 こち ら 
へ も ぜひ 皆さま で お いで くだ さ 
る よう 、 スタ ッ フ 一 同 お 待ち し て 


INTRODUCTION | いま す 。 
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10 枚 の 写真 の カ 


ロ 


ア ozee7s og 7ez ges の 7 4s7e7o77 77o 人 og 


対談 ・ 
日 本 の 宇宙 開発 が 


松尾 弘毅 ベ 山 根 一 眞 
宇宙 開発 委員 会 委員 長 ノン フィ クシ ョ ン 作 家 
[JAXA'sI 編 集 願 問 


JAXA の ここ が 聞き た い … 


日 本 の 宇宙 開発 予算 は 


いく ら ? 


「 だ いち 」 が 観測 し た ……… 


能登 半島 地震 に よる 
地殻 変動 


表紙 : 若田 光一 JAXA 宇 宙 飛 行 士 
oO : Kg 人 Ku 人 KU72 
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ミッ ショ ン を 総覧 し 、 観 測 対象 や 機器 の 詳細 、 
ッ シ ョ ン の 責任 者 に 登場 し て も ら う 。 


ho 
kY 
さ 


直接 関わ る 科学 者 ・ エ ンジ ニア だ け で も 500 人 超 。 


ー 
ー 


プロ ジェ クト 開始 か ら 10 年 を 経て 打ち 上 げ が 人 迫る 、 質 量 3 ト ン 超 の 巨大 な 衛星 | セレ ー ネ ] は 、 
月 を 知り 尽く し その 起源 と 進化 の シナ リオ を 明らか に し て や ろう と いう 巨大 な [意志 の 塊 」 


で も ある 。 ここ で は 、 セレ ー ネ の 15 の 科学 観測 


期待 され る 成果 な と を 解説 し 、 各 失 測 


科学 観測 


(ITTB 
r 牙 


放 と た 


電 


み \ 
選 


し 


> 


(取材 ・ 文 喜多 充 成 ) 


太陽 電池 パドル 


月 レー ダ 
サウ ンタ ダー 
(LRS) 


群 探知 機 や 超 音 波 
エコ ー 診 断 装 置 に 似 た 
原理 の 観測 装置 。 た だ し 使 


う の は 超 音波 で は な く 、800 
W と いう 大 出力 の 5MHz 帯 
(波長 60m 前 後 ) の 電波 。 この 
周波 数 帯 の 電波 は 浸透 力 が 高 
い の で 、 月 面 か ら の 強い 反射 
の 後に 、 地 下 か ら の 反射 波 ( 最 
深 で 5km 程 度 ) が 遅れ て 帰っ 
て くる 。 これ を 厳密 に 測定 す 
る こと で 、 地下 構造 に つい て 
の 手がかり を 得る 。 
[将来 の 月 面 基 地 は 地下 に 設 
けら れる か も し れ な い の で 、 
そこ で も 役立つ デー タ に な る 
と 期待 し て いま す ] 

小野 高 幸 


東北 大 学 大 学院 


地形 カメ ラ 
(TC) 


方 視 ・ 後 方 視 の 2 つ 
の 可視 光 カ メラ で 月 面 
を 撮像 。 SELENE は 、 月 


の 両極 を 通り タテ に 周回 する 
「 極 軌道 ] を と る た め 、27 日 周 
期 の 月 の 自転 に よっ て 、 月 の 
全 表 面 の 詳細 な 立体 地形 図 
が 得 られ る 。 総 面積 が アフ リ 
カ 大 陸 十 南極 大 陸 に 相当 す 
る 月 の 「 白 地図 ] の 上 に 、 他 の 
観測 機器 か ら 得 られ た 情報 
(地質 、 鉱物 、 元素 分 布 、 磁 
気 異 常 、 重 力 異 常 な ど ) が 重 
ね られ て いく こと に な る 。 
[人類 に と っ て これ か ら 長 い 間 、 
“10m 解 像 度 "の "月 全球 "の 
“立体 デー タ " が 、 月 の 科学 研 
究 と 利用 の 両面 で 、 た い へ ん 
重要 な も の と な る で し ょ う 」 
春山 純一 


宇宙 科学 研究 本 部 
助手 


マル チバ ンド 
イメ ー ジ ャ (MI) 


00nm( ナ ノ メ ー ト ル ) 
<1000nm と 1000nm 
<1550nm の 波長 の 可視 


光 ・ 近 赤 外 光 を 連続 多 色 撮像 
する 凌 置 。 こ れ に より 月 全 
面 に わた る 地質 情報 を 、 従 
来 よ り 一 桁 高い 精度 で 得る 
こと が で きる 。 

「 人 間 の 目 に は モノ トー ン に 
し か 見 えな い 月 面 も 、 こ の 方 
法 で 見 る と か な り カ ラフ ル な 
世界 な ん で す 」 

i 国 大竹 真紀 子 


宇宙 科学 研究 本 部 


スペ クト ル 
プロ ファ イラ 
(SP) 


星 直 下 の 幅 500m と 
いう 狭い 範囲 を 、 可視 
< 近 赤 外 の 広い 波長 帯域 


に わた り 連 続 観測 する 。 「 回 
折 格 子 ] と いう 光学 素子 を 用 
いて 約 500nmー2600nm の 波 
長 ( 色 ) を 296 に 分 割 ・ 識 別 す 
る 。 この こと に より 、 鉱物 の 
種類 まで 特定 で きる 。 
[原理 は 違い ます が 、 太 陽光 が 
雨粒 で 虹 の 七色 に 分 割 さ れる 
の と 似 た よう な イメ ー ジ で す 。 そ 
れ を 精密 に 計測 する わけ で す ] 
松永 恒雄 

細 国立 環境 研究 所 
地球 環境 デー タ 
ベー ス 推 進 室 室長 


蛍光 X 線 分 光 計 
(XRS) 


表面 か ら の X 線 を 
計測 する こと で 、 そこ 
に どん な 物質 (元素) が あ 


る か を 知る た め の 観 測 装置 。 
この X 線 は いわ ば 、 月 表面 
の 物質 が 太陽 か ら の X 線 に 
“叩か れ て 鳴る "こと で 出 た 
電磁 波 。 物質 固有 の “音色 " 
を 持つ た め 、 月 を 周回 し な 
が ら そ れ を 正確 に “聞き分け 
る "こと で 、 物 質 の 分 布地 図 | 
が で き あ が る 。 


[衛星 全体 に と っ て は 不都合 


で す が 、 太陽 フレ ア で 太陽 か 
ら の X 線 が 強く な れ ば 、 それ 
だ け 観 測 精 度 も 上 が る ん で 
す ] 


岡田 達 明 


宇宙 科学 研究 本 部 


電 レ 助教 授 
アリ 


ガン マ 線 分 光 
計 (GRS) 


宙 線 (宇宙 空間 を 
飛び 交 う 高速 粒子 ) を 
受け 、 月 面 の 物質 は ガン 


マ 線 と 呼ば れる 放射 線 を 発 
する 。 ガン マ 線 は 、 X 線 より 
さら に 波長 が 短く 透過 力 の 
強い 電磁 波 だ が 、 こ れ を 高 
精度 に 識別 する こと で 、 月 
表面 の 元素 の 存在 量 を 測定 
する 装置 。 検出 器 の ゲル マニ 
ウム 半導体 を 、 冷凍 機 で マイ 
ナス 180 度 C 以 下 に 冷却 し 、 
従来 の 10 倍 以上 の 精度 を 得 
る 。 
“月 の 水源 探し "に も 貢献 す 
る は ず で す 」 

加 長谷 部 信行 
早稲 田 大 学 


理工 学術 院 
教授 


月 磁場 観測 装置 (LMAG) 


月 レー ダサ ウン ダー (LRS)(4 本 ) ハイ ゲイ ン ア ン テ ナ 
Sa 、 パ 
ー 
(RSAT) = 
リレー 衛星 搭載 中 継 器 
VLBI 電波 源 (VRAD) 
電波 科学 (RS) 
VLBI 電波 源 (VRAD) 
ハイ ビジ ョ ンカ メラ 
(HDTV) 
蛍光 X 線 分 光 計 
(XRS) 
ガン マ 線 分 光 計 (GRS) 


粒子 線 計測 器 
(CPS) 


リコ ン 半 導体 検出 器 
を 複数 使っ て 、 陽子 、 
a 線 (一 ヘリ ウム 原子 核 ) 


鉄 な どの 重 イ オン を 計測 する 。 
a 線 は ラド ン の 存在 を 意味 し 、 
それ は 地殻 変動 (月 面 の ひび 
割れ か ら の 気体 の 漏出 ) を 示 
唆 する 。 

[将来 の 月 面 で の 有人 活動 に 
備え 、 人 体 に 影響 を 与え る こ 
れ ら の 宇宙 線 (粒子 線 ) の 線量 
の 基礎 デー タ を 得る こと も 目 
的 の 1 つ で す ] 

高島 健 


宇宙 科学 研究 本 部 
助教 授 


プラ ズ マ 観測 
装置 (PACE) 


近傍 を 飛び 交 う 電 
子 や イオ ン の 、 種 類 や 
向き や エネ ルギー を 知る 


た め の 、4 つ の セン サー か ら 
な る 観測 装置 。 さ ら に 電子 に 
つい て は 、 月 の 磁場 に よっ て 
反射 され た 電子 を 正確 に 測 
る こと で 、 月 表面 の 磁気 異常 
を 知る こと が で きる (電子 反 
射 法 ) 。IMAG と の 同時 観測 に 
よる 相乗 効果 が 期待 で きる 。 
[ 初 の 本 格 的 プラ ズ マ 観測 な 
の で 、" 新 発見 "の 期待 大 で す 」 
| 斎藤 義文 
宇宙 科学 研究 本 部 
助教 授 


【LALT】 


レー ザ 高 度 計 
(LALT) 


か ら 舞 を 垂らし て 水 
深 を 測る よう に 、 衛 星 
直下 に 向け レー ザー 光 を 


放ち 、 反 射 光 が 戻 っ て くる ま 
で の 時 間 を 精密 に 計る こと で 、 
月 面 まで の 正確 な 距離 を 測 
る 。 1 年間 の 観測 で 3000 万 
ポイ ント 以上 の 測定 を 予定 。 
荒木 博志 
国立 天文 台 
(三鷹 ) 電 波 研究 部 
RISE 推 進 室 

主任 研究 員 


マル チバ ンド イメ ー ジ ャ (MI) 

スペ クト ルプ ロフ ァ イ ラ (SP) 
地形 カメ ラ (TC) 

レー ザ 高 度 計 (LALT) 

プラ ズ マ 観測 装置 (PACE) 
粒子 線 計測 器 (CPS) 

リレー 衛星 対向 中 継 器 

超 高 層 大 気 プ ラズ マイ メー ジャ (UPI) 


月 磁場 観測 
装置 (LMAG) 


m の 伸展 マス ト の 
先 に 、 地 球 磁場 の 10 万 
分 の 1 以下 まで 計測 で きる 


磁力 計 を 搭載 。 マス ト が これ 
ほど 長い の は 、 衛 星 本 体 か ら 
の 磁場 の 影響 を g な くす た め 。 
宇宙 空間 で の 磁場 観測 は | 日 
本 の お 家 芸 ] の 1 つ 。 観 測 に よ 
っ て 「 月 の 磁極 の 変遷 ] が 明 
ら か に な れ ば 、 30 億 年 一 40 億 
年 前 の 月 の よう す ( と 地球 と 
の 関わ り ) を 知る 重要 な 手 が 
か り と な る 。 

[新しい こと が わか る 楽し み 
も あり ます が 、 さら に 謎 が 広 
が る 楽し み も ある 。 観測 デー 
タ を 心待ち に し て いま す ] 
綱 川 秀夫 
東京 工業 大 学 大 学院 


理工 学研 究 科 
教授 


| 月 か ら で な いと 
観測 で き な い 地球 の 姿 


| 超 高層 大 気 


プラ スズ マイ メー ジャ 


(UPI) 
電 球 の 超 高 層 大 気 ( 
素 イ オン と ヘリ ウム イ 
オン ) 


が 発する 極端 紫外 光 
を 観測 する 望遠 鏡 (TEX) と 、 
地球 を すっ ぽ り 視野 に 収め る 
口径 136mm の 可視 ・ 近 赤 外 
望遠 鏡 (TVIS) を 、 常 時 地球 を 
指向 する よう に 作ら れ た 特殊 
な ジン バル 機構 に 搭載 。 南 北 
両極 の オー ロラ 同時 発光 な ど 
を と ら え る 。 

吉川 一 朗 

東京 大 学 大 学院 


理学 系 研究 科 
准 教 授 


月 の 「 希 薄 な 大 気 」 を 
電波 で 測る 


電波 科学 (RS) 
和仁 | ノ 星 か ら の 電波 が 月 
nh を みか すめ て 


球 に 届く タイ ミン グ に 合 
わせ 、 長野 県 の 山中 の 大 型 
アン テ ナ で 受信 。 周波 数 の ズ 
レ な ど を 比較 する こと で 、 月 
に 電離 層 (電荷 を 帯び た 希 消 
な ガス の 層 ) は ある か 、 あ る 
な ら ば どう 分 布 し て いる か 
を 明らか に する 。 
今村 間 
宇宙 科学 研究 本 部 

助教 授 


重力 場 を 直接 測る 
世界 初 の 「 裏 技 」 


リレー 人 衛星 


6 
じ 


月 軌道 に 送り 込ん だ 
人 工 の 「 ク エー サー」 


VLBI 電波 源 
(VRAD) 


フィ ルム で も CG で も な い 、 (RSAT) た map so 
PB 月 ノノ の 裏側 は 地球 か ら 電流 を 複数 地点 で 受信 し 、 
ハイ ビジ ョ ン は 見 えな い が 、 そ こ を 大 陸 間 の 移動 速度 な ど を 精密 
ーー 飛ぶ SELENE を "見 る "た に 測量 する 手法 。 こ れ を 逆 用 
カメ ラ (HDTV) め に 、 子 衛星 を いわ ば 竹 鏡 " し 、 地 上 の 複数 の 受信 局 で 子 
広 ノノ 月 と 望遠 の 2 台 の と し て 使い 、 正 確 に 軌道 を 決 衛星 か ら の 電波 を 受け 、 子 衛 し 
ハイ ビジ ョ ンカ メラ で 定 する 。 こ れ に より 月 の 重力 星 の 精密 な 軌道 決定 を 行う 。 は テキ ーー る 
[月 の 地平 線 か ら の 地球 場 を 高い 精度 で 知る こと が で 分 離 後 は 軌道 変換 を 行わ な い 
の 出 ] を 撮像 し 、1 分 間 の 撮 きる 。 重 力 場 は 地下 の 重い 物 子 衛星 の 、 軌 道 変化 の 長期 ト 
像 デー タ を 約 20 分 か け て 地 質 の 分 布 を 意味 し 、 そ れ が 月 レン ド に は 、 月 の 重力 場 に 関 
球 に 伝送 。 人 類 が 初め て 目 に 形成 の シナ リオ を 示唆 する も する 重要 な 情報 も 含ま れ て く 
する 高 精 細 の 動画 と な る 。 の と な る 。 る 。 
山崎 順一 : 衣 了 並木 則 行 花田 英夫 
NHK 九州 大 学 大 学院 国立 天文 台 
コー 理学 研究 院 (水沢 ) RISE 推 進 室 
し ( 助教 准 教 授 
当 肌 こ う ここ テテ p 光 が 人 矯 ウホ 還 "に 避 こ 科 
の け や れ うし も ゃ 司 久 上 き 計 役 ら ル 面 月 ン 値 確 穫 あ 面 た 注 け れ 上 本 ま 月 
結 で 磁 ら た で あぁ 度 に れ す の 面 ダ が な A く の と 意 つ ら B 学 絢 v 
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室 人 QG 由 千 況 詳 弁 し 
か J 避 で お 写 多 り いろ し” 字 
坦 全 AO 豆 全 ek の J)3 夫 選 い 
や つづ つ 心 会 

舞田 や 心 生 加 mS 和 葉 倒 
3 刀身 G 災 つの 7 りか め 中 家 宮 も 
つ " 葉 延 近 る 素 居 牌 全 7 牌 貴 
G 寺 坦 秀 ン ン に ト A KGT6 愉 
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選 xxe で し "NG 鍵 く 隊 ぐ an 
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8 幼 Ne ウ 8 生 " 案 お 67 字 
地 り る いひ ロホ で トマ 中 鶴 宮 付 
応 富 じろう と) 写 天明 沢 
杜 し She 選 向 @ 全 生 全 選 G 如 っ 衣 
舞 ws 展 0 ウス ンス ) 起 装 交 p 軍 で 
Ps930 困 本 

由記 記 Sxop 把 田 %9 で 会 県 層 選 
で じ 交 お 書 稀 ぐ 曽 責 提 に 人 
く で お JaJ99 ろ SQ や 羽 
くし か "人 か 2 愉 め 堆 選 会) 
0 うつ? 人 総 G 量 中 器 *9 
46 庄 ご つ ※ 了 


参加 (提供 :NASA) 
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4 3 2 1 室 真 番号 ( 
航法 カメ ラ (ONC-T) 航法 カメ ラ (ONC-T) 機 上 の スタ ー ト ラッ カー 地上 の 天体 望遠 鏡 観測 手段 / カ メラ 衣 
(=AMICA) (=AMICA) 6 | 
約 125km 約 1000km 約 3 万 5000km 約 1 億 2000 万 km 距離 
数 ピク セル 1 ピク セル 1 ピク セル 画像 サイ ズ な ど 
2005/9/8 2005/974 200577/29 前 後 2006/11/24 提 影 年 月 日 ED 
単に 細長 い だ け で な く 初め て 複数 ピク セル で の 星 の 位置 を 確認 する た め 〇 の 中 央 が 小惑星 「 イ ト 大 が 
「 く びれ | が ある 形状 が 明 画像 が 得 られ 、 予 想 通り "の カメ ラ で 、 そ れ ら し き カワ ]。 小 惑星 は 非常 に 99400 
ら か に な り 、「 ま だ ら 模 の 細長 い 形状 が 明らか に 天体 を 発見 、 輝 度 変化 数 が 多い た め 、 将 来 に わ 
様 ] ら し き 濃淡 も 見 え は な っ た 。 の 周期 か ら そ の 天体 が 、 た っ て も 地上 か ら の 光学 
じ め 、 表 面 が 「 単 調 で 一 目的 の 小惑星 [イト カワ ] 観測 が 主たる 観測 手法 。 
様 で は な い 」 と いう こと で ある こと を 確認 し た 。 


も わか り は じ め て きた 。 
「 昨 日 まで の じゃ が いも 
が 今日 は 南京 豆 。 こ の こ 
ろ は も う 、 毎 日 が 発見 の 
連続 で し た ] (安部 ) 


輝度 の 変化 は 自転 周期 
を 意味 する 。 


取 探 さ 了 最 
人 食 ま ト も 
カ 継 さ カ 詳 
人 を 続 まり 細 
宇 に に に 
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に ど 本 人 |: 屋 A う 
章 ま 1 さこ と 
毅 ユ え ル と と 
単 が 放 た て 
> わ ど 観 人 
ク き や 測 類 
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器 性 潤 さ さ 大 端 周 な 古 思 = 痢 


。 は さび: 中型 き 避 ③ へ 羽 び き 耳 輝 吐 , 古 由 肖 S 苦 端 と き ざ さ (* 
.dh 滞 葵 キテ [SoueIoS」 器 療 性 逆 S 還 の 六 め らら ゅ 話 本 


.WSA ざ は u 守 rr 大 澤 填 潤 き S 渕 とき 湘 員 
な ささ X 敵 明寺 S 油 式 
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きみ 慎 8S 尽 一 中 


「 は や まき 」 が 押田 し た イト カワ 
(7 月 29 日 、 き 月 3 日 、12 日 の 箇 便 の 合 地 ) 
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難 性 , き ok 当 演 証 番 層 へ へ 必 ③ 環 系 瑞 Y 馴 ミル ck 許 
ささ ー 届 洋 中 番 殿 3「 コ キテ へ | 剛 翼 学 さ て 箇 財 [ok 


へ キテ 


> 穫 


lg) 


10 
顕微 鏡 な ど 


数 mm 一 


201076 以 降 


2010 年 6 月 に カプ セル 
が 帰還 、 サ ンプ ル 収 容 に 
成功 すれ ば 、 小 惑星 その 
も の を は じ め て 間近 に 見 
OCG 

|「 どこ で 採っ た か が わか 
っ て いる た め 、 さ ら に サ 
ンプ ル と し て の 価値 が 
高い も の 。 帰 還 を 願っ て 
いま す | (安部 ) 

10 枚 目 の 空白 を 埋め る 
た め 、 必 死 の 帰還 運用 
が 続け られ て いる 。 


9 
ミネ ル バ 搭 載 カ メラ 


数 m 一 数 cm 


2005/11/12 

カメ ラ を 搭載 し た 小型 
ロー バー | ミネルバ] から 
の 、「 イ トカ ワ ]」 表面 の 写 
真 が 期待 され た が 、 ミ ネ 
ル バ の 接地 は な ら ず 。 た 
だ 、 数 m の 距離 か ら 「 は 
や ぶさ | の 太陽 電 池 の 緑 
が と ら え られ た 。 


可視 分 光 撮 像 カメ ラ 
(=AMICA) 

最 接近 時 約 60m 

約 100 万 ピク セル 
2005/11712 

今回 、 こ の カメ ラ で 撮像 
され た 1600 枚 あま り の 
画像 を は じ め と する 全 観 
測 デ ー タ が イン ター ネッ 
ト で 公開 され た 。 解像度 
は セン チ メ ー ト ル (cm) 
の オー ダー。 

「 ま る で 自分 が フィ ー ル 
ド 調査 に 行っ て の ぞ き 込 
ん だ よう な 精細 な 画像 」 
(安部 ) 


7 
航法 カメ ラ (ONC-W) 


降下 中 (数 百 一 数 十 m) 


2006/11/20 


| イト カワ 」 へ の 最後 の 接 
近 中 に 撮影 され た 「 は や 
ぶさ ] の 機 影 と 、「 イ トカ 
ワ 」 表 面 で 光る 88 万 人 
の 名 前 を 載せ た ター ゲッ 
トマ ー カ ( 影 左上 の 輝 点 ) 


可視 分 光 撮 像 カメ ラ 
(=AMICA) 


ホー ム ボ ジ シ ョ ン よ り 
2006/10/22 


「 イ トカ ワ 」 に 数 km まで 接 
近 、 極 方 向 に 移動 する な 
ど し て 視点 を 変え な が ら 
詳細 な 観測 が 続け られ 
た 。 最 新 の 取得 画像 を も 
と に 、 着 地 候 補 地 点 の 
検討 も 行わ れ た 。 
「Science」 の 表紙 を 飾 
っ た 写真 も この 頃 に 撮 
影 さ れ た も の 。 


航法 カメ ラ (ONC-T) 
(=AMICA) 

約 20km 

ゲー ト ボ ポジ ショ ン よ り 
2005/978 

到着 宣言 を 出す 。 予 想 外 
に 変化 に 富ん だ 表面 が 
明らか に な り 、 後 に 由 野 
台 と な る 岩 塊 も は っ き 
り と 見 える 。「 ラッ コ ]」 と 
呼ば れ は じ め る の も 、 ご 
の 頃 か ら 。 
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山根 一 臣 [JAXAS 編集 原 問 


宙 開 発 委員 会 委員 長 ノン フィ クシ ョ ン 作 家 、「JAXA's」 編集 顧問 


松 尾 弘 毅 山 根 一 眞 


日 本 の 宇宙 開発 が 
め さ す べき : 
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革 仔 め 性 條 
2Q つ SS し レ へ っ AG p で や 
下さ へ 2A 


ヨコ 臣 寺 二 宣 誤 谷 現 4《G 眉 了 路 
も EPS だ の く PP 
うい ソス SQ33Q | 桶 性 計 *@] 中 
志 し しゃ? っ JASS の 4J7 計画 SG 地 
直 可 パ 人 愉 ろ 心 DG 公 ) 守 7 
JO 選 4J 情 ひ 8 交 お る 57 
っ ) ( 雪 ) * 

宮 陣 福吉 り 塵 忌 望 約 選 元 し め 
いっ)p 地 地 tN つ く G37 邊 キ さ ヘ 
6G 欠 恵 介 阿 い やる スポ 了 か " 上 
串 巡 つ 示 対 計 2J 辱 挟 ろ だ <K 選 
詞 G 拭 可 し 地 志 本 倒 求 釣 序 誤 
客 約 2on い 46 で ら 8 つや 生得 
だ や の 穫 人 銘じ 件 坦 地 坦 過 忌 つ 
ぷう epS8 邊 そこ さ へ 公 入 か 
ヨ 避 巡 叫 % く ぐ 信 坦 べ 店 め 丈 
て で お 選 

因 陣 訓 全 < ペー 親 弄 鷲 軍 り 
に まっ に Cd くま YES こん たこ いさ 
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本 具 細 楽 公選 人 S し [時 営 丁 ] 紀 
括 つ ね み AAm へ も か" 

害 陣 KKH7 め 会 況 で G 突 


劉 己 如 選 "SM@ 人 ト さ 多 号 休 症 映 
補選 で 代 で か 7 やつ し | 約 謗 
お り コ の ウロ よ テ ー う 8 忌 も な 
全う 範 語 0 記 " 

ヨ 聴 やせ へ 水 一 ネー 径 人 
を で うつ 忌 同 写 倒 し ao 計る 吉 
補 必 友 福 K ( 赤 )* 

宮 虹 や りり も) 守 局 憶 つ 
こし る 畑 『 尺 ゴ し GS 由 G 衝 
配 扱 生 *9% ト で ロリ リー の 史 谷 じ 
[ 訓 必 30 レロ よ タ トー6 足 二 生 
8 く へ | 敵 し ゃ | ロリ つ お " 
IJA 人 WS 身 尿 寄 生 全 突 鞭 
つゆ 斉 較 賞 規 2 レコ つ 46 "<S 
し か ( 赤 )" くさ ー 閣 図 G 晃 畑 
管 球 " 「 誤 選 客人 り 過信 xna6 信 
い 尺 全 / 條 計 必 結 也 9 り SN 
し つる 団 * お 狗 近 了 還 he 構 p7 
J ン 避 る 計 下層 代 の る 必 | 
軒 GW 居 衣 頻 寺 人 S 選 6 つ お 
ヨ 聴 [や そ さ へ 人 色 」J37K 
S ヽ 下ろ 況 倒 避 の 当 装 く し ろ 2 


成功 し た 


接近 し た 
探査 機 [すい せい ] ( 右 ) 


1985 年 、 日 本 で 初め て 
[地球 圏 ] を 脱出 し た 「 さ き が け ] を 
搭載 する M-3ST ロ ケッ ト 
1 号機 の 打ち 上 げ ( 上 ) 。 


同年 、76 年 ぶり ( 
バハ レー 彗星 観測 ( 


\J 必 る 心 層 有 選 堆 學 ぐり 7 
xihT ト 倒 短 や *@ 察 症 会 式 約 うろ 
ぐう 2 で し なか 全 つつ ご 管 
丈 和 hkJ3J8 各 陵 り つ 全 も か 
肛 陣 ntJAJSS SS SS 
他 く り リン ン ツ 計 ? 8 や 7 地 電 家 誤 
8 福 県 @ 記 束 直 人 @ ょ JJ 知 お 
ぬ を の ウス で 多く ろり る ろ 人 選択 下 
り 堂 約 全 尺 じ か 全 ) p 介 お し 
志 地 り 局 志 め 6G 皿 班 球 
お で し うろ" 

迷 較 涯 講 地 坦 中 (有志 で マ の マ )・ 
人 Hー 問 凌 室 孝 凌 (で エコ) で 
唱和 を ・Kーー へ ふ 組 鹿 路 3" 他所 
りり 36io い GNH ロ へ A で トト 色 SG | 
うり 組 り じろう % つ お ? 票 昼 詞 孝 ト ロ 
へ トト) 呈 衣 ぐ NH 中 て で ト [ 
べ 皿 GNH ロ HAT ト ) 普 宗 GN ロ 
へ 必 TK ト や つや 抱 眉 GND へ 小 
ヾ ト * 選 坦 宮 痢 せ " 史 必 人心 h ロ 
へ TRG ネル SG 旬 J7 マ 
唐 GNHAhTK」 も 8 ズ 能 
維 散 か 璧 め 提 選 リウ スン) る 心 鶴 
輝く 4S 選 6 本 
ゴ 臣 や SoOSGhRHBA KT ト 
所 Q で ye っ J” [ 地 垣 講 誤 和 つべ 
惨 GRNH へ AT ト 層 xSyG 7 
2J3XQ 
鶴 也 る 愉 J も か SS 居 
ShkJG 押 記 の め 弄 で あじ め 
S 心 本 い ウス 
ヨコ 緊 品 符 うろ 心 固守 [ 時 交 
いひ お 8 庄 | の 入ら y@ りり 会 軸 ン 如 
選 % つ 羽 ? 諾 紀 史 め 甘 症 り 生 
スポ か つ " 

用 喝 乱 会 Q り 7 較 G 症 征 有 
輝明 た さき 御 一 腎 ざ つり 7 所得 
2 愉 TNIHAMAT ト | り 補 < ぐし 2 会 


宮 和 8 計上 計 ろう 昭 いし ス 吉 本 
よく 3 衝 me4 ツ [CIIYESIAWKS ま くさ 
細 ] し ちゃ" そめ 守口 ター そそ 誤 
加 関 じ 如 品 詳 細字 担 豆 忌 
3G 朱 置 品 N ロ A 中 で ト 旬 人 約 
本 人 AO7 J 心 ろ 忌 短 避 谷 つ ソ 
ス 全 民 268 避 う で も か 

ヨ 聴 つる つる うお 人 る [求愛] 
や pS@3J 属 親 選 8 据 つ く * 

用 昌和 S け 3) 人 S 選 6 つ 8? 
SG 球 誤 伴 頻 宮 家屋 和 mh@ や へ 
ホー 妥 ン 甘 守 移 共 り 丸 お 8 人 も 
つ お 5 GS 妃 多 上 皿 窟 史 主 守 か 
と %S8G り 7 括 政夫 和 巡 現 つ 
つが で 85 J 家 村 求 代 
に マミ 3SEESSN 放 や SE 
汗 つ お りつ 会 避 較 シ つ お ? J 応 
くろ 心 有 JJ 秩 鶴 嘩 康生 か 58 
選 会 避 東 元 人 で 会 Re で も 本" ト ) 
0 他 ス リ ンズ スス) で し か 公 7 
J 心 ろ 心 JJG 製 京 個 尽 じ 青 守 
ぬ 琵 ろう ン G 全 7 凡 和 折 うろ 心 
TK ト く し か 

ヨコ 臣 永 望 G 旦 詳 人 一 トマ ーK 
9 握 裁 XN9@ と し か 
鶴 過 6 の O つ を 5@4J4 必 と 
求 演 性 扱 和 か NG 慰 征 し 8 「 半 
中 り 六 藤 や つ 全 AS )7 「 思 
回 を ホー さ リ ロペ 党 全 約 xeQG や 8 
8 る 全 | の る 心 QO 色 会 玄 選 役 
当 じ % ぬ 8 生 " 利和 7 帳 了 会 
AH 人 走 宮 会 運 詞 0 
か " 末 元 如 和 り し 8 約 選 必 本 名 
角 約 謙 和 か NG や 包 品 直入 
全日 人 き 御 一 因 寄 生 RT は J 
4 こま NISIESRII こ で くま 
飲 生 記 人 る 史 ひだ レス ン 
経 全 求 記 じ つ 必 5 的 て G 求 


詞 ぐ 民国 完 " 霊 庄 パ 選 納 眉 か 
9 べべ 写 ぐ 押 慌 り 答 K0 けっ) 全角) 
ぐ で 和 US で か 7 悠 現 KG 玄人 
認 で 8 る 全 し 8 釣 選 6 ので? 
G 京 己 還 や つい 信忠 沿 生 
当る Sh@ け 3J 全 し 先 シン 8k 匠 地 
327 交 シレ や ? 

ヨ 臣 UM) 会 反 環 天 し 懲 NGNn 
ろく 心 止 手 6 属 午 GS せ も 的 2 公 | 
りつ OXQ「38 巡 移 %0| つ 中 人 十 
写 還 捉 G「 や ヘー りつ 5Q7 箱 
20 で 6 ン い ウス 

畔 中 守 垣 8 慌 収 倒 寺 じ % シ く 
SeG8 思 命じ つる 応 " 


[区 |「 骨 喜 」 
居 回 導 つ レ っ ン 
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昼 七 ぐ ろ うべ うめ KG)AJYS7 
仙 め 会 恒 語 つじ く @ 人 SQ か 
寒 岬 親 雷 礼 りつ し 人 居 記 マン ソ 


「 寺 舞 り 守 ね ぐ 層 和 所] の 3 人 
こり ンス し な 穫 に 必 る) 
全 め つ 宮 で S 


| 選 ^ 財 坦 部室 正史 銚 30 
つり 交 め や で でも 半 鶴 宮 
斉 密 相関 G「 和 る | を 家 吐 宮 
ぬ 填 守 x@ 吾 軍 束 呈 K 宮 記 並 程 
加 半 | の 〇 の マロ Sm は 
団 喝 準二 Xe な へ へ 梨 衣 出 
り 8 び し 各 SG 心 記 つろ と な 
? 首 午 本 シ や 8 る 便 
GS る 8 信 NH へ 中 で 人 トリ 調 宗 つ 
2@G 穫 の る)38 尺 忠和 
密か こも な 全 選 Y* 

ヨ 器 し め | 器 く SG 民 蝶 せ 才 
短 8 介 士 S も 等 況 ろり 表 必 くし 
か パン トス さ 9 し 詞 Q 東 K 赴 押 
EKGO ま Skie ま あこ プン た (NSP 
9 組 つ る 84JFJXO [WS 豆 c | 
DimG り DAT SS 所 26 つや お? 
因 陣 8 を 移 0] の 視 ろ うし” 申 
に it: K い 由 2 くだ 0 に 2PSPs ギ くま 


ひい 8 知 ぶ 締 旬 3 り 昭 で 計 約 を 5 生 
尿 96 科 で TnSJ タ 0 ス 6 つ ぶ ( 移 )* 
ヨ 著 宗 H% で を の つ ろ 札 罰 " 
寒 虹 「 せ 旭 人 6016S 宰 明 反 つ 
や 3Sh※ 剛 リリー 人 KK 盾 代入 
ー 篤 「 交 An8 志 で の でる 心 田 
紀 難 会 均 じ つ 6 丸 邊 キ う 
へ 公 還 三 め mo 遇 昌吉 択 人 る 中 選 
向 り pyQ 忠 Ne で 人 所 6 る は ) 
aJaNDO ウ レス 才 つ 羽 ? 凸 手 し や 
心 ろ 心 組 江 持久 お も 
ヨ 難 「 せ 人 61S 窒 隊 6" 刻 
問 揚 TSciencel G 押 寄 史 選 
症 湖 し に 穴 の 6 編 層 倒 型 緒 * 
ポ つ お ? 
J9920G 和 明 公 皇 お くし か 
公選 Jp 下 ぐ そ 剤 めで 
ツン” 還 性 6 寺 半 思 唱 面 民 か KO 
ン 璧 ろく)4J9 生 を % り 照 中 で 
し か "hp お 0 公選 
で P ス 人 9 変 赴 員 包 先 ヘー 公 
し 地 坦 会 て か も か 全 選 " 
宮 昌 n ろ 必 8 素 捧 も 生 
S? 手垢 So いひ pGN ロ AA 中 で トト 
償 3SN9 だ お も か 人 
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1939 年 生ま れ 。 東京 大 学 工学 部 航空 学科 卒業 、 


同 大 学院 工学 系 研究 科 航 空 学 
修了 の 後 、67 年 東京 大 学 宇宙 航空 研究 所 助手 、 


68 年 同 助 教授 。 81 年 文部 省 宇宙 科学 研究 所 


助教 授 、83 年 同 教授 (東京 大 学 併任 ) 。 


2000 年 文部 省 宇宙 科学 研究 所 所 長 、 
03 年 宇宙 開発 委員 会 委員 、07 年 1 月 同 委員 長 。 


松尾 弘毅 Hiroki Matsuo 


嘱 尽 唱 記 
ロロ ふか て 選 Q 十 せ 
| 典 詞 |- 


ココ 著 つろ 心 ロ へ トト <S 唱 
っ 据 む し 羽 有 喝 067 負 選 
つい 坦 3 喝 20 つ お で 生 全 で 
因 陣 や 8 村井 GS 組め 中 
和 Q 心 会 和 4 昭 必 80 7 悪 詳 で し 
で" 

ヨ 落 好 つ HH ヘー を 38 ろ の 
息 開 8 で も か " 棚 医 地 昌 
着 穫 し 人 斉 震 吉 族 有 うお で も 
か "SNP よ TJ36 6 め つ くろ 狐 記し 
つい 時 / 玉 引 皇 ke し 淫 中 薄 
の っ マム ツブ そこ と くる 9 だ さい こん 
ゴ 了 6 80 全 : 

寒 喝 崩 ひ お 和 り 計 る ( 先 )? 写 
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( 親 並 ) < ビン の 競 で お 尺 欠 7 
HH 詩 絡 交 ぐ 乱 羽 会 選 壮 串 和 錠 
め 避 ろう 己 球 瑞 % し 洋 の お 6 会 泡 
に 松 ぐ 祥 き 半生 会 ( 結 ) 
ヨ 臣 机 パ 

國 昌 4 つつ お 思 マン 


点 淫 選 区 め 区 肖 全 喜 全 お? 
ゴ 了 の を / 銘 選 つじ 地 地 く e 
因 虹 玉 填 特 壮 並 G 密 導 窒 宮 ぐ ( 
征 玩 全 つ 針 NS し 寺 く お JJyQ7 
翼 展 玉 才 刊 揚 静 宗 牙 似 窓 @※ 
三 纏 求 刺 計 会 を ひし 迷 ア 7「 ロ 
よ トー 4K0DG を の ウス ks の 色 7 
来 X@ 親 財 全 る 如 ス ? JJG ポ も 
3 詩 款 忘 江 6 ペ 条幅 肖 % 
Kss 号 計る | 7 加 幼 yy お で 
も か ゃ ? 狗 ン と 8 所 宮 司 の 翼 演 
公 ろ 窒 妥 計 和 直 介 の 選 全 7 多 
で めく 8Q を で や 員 46 心 会) 
NKKSJI に SEPSSS ま SA 

ヨ 牙 し 史 ce 

幼 昌 08 ロホ トー 
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2S ( 和 ) ? 
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840 慰 生 会 GS 直 吉 留 和 種 
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6 必 は 7 凸 性 G 地 電 所 突く 6 能 還 
5 地 く し か "パン 人 生 そ さ へ 公 
つ お 8 4J7 いる ny AT へ 68 変 
区 穫 る も し ゅ hGpQG し ポ 完 
マン ペー ペー9 信 し 拉 四宮 史 控 
記 全 皿 避 多用 つじ %0 し の ト J AU 
団 骨 レス yo っ ) 了 表 く jp 

ヨ 臣 ゴゴ Sp 無 過 志 宜 輝 
翻 屯 唄 人 避止 性 6 地 環 散 沙 く 
S^ 媒 坦 玖 史 多 丸 避 思 の つり 
RA つ 6 本" 約 生 J 愉 人 J 和 0 る 
つや" ( 以 季 ・ 了 ヨ 堅 | 中 ) 


、 内之浦 宇 宙 空 間 観測 所 の 
M-V ロ ケッ ト 管 制 補 


上] 


JAXA の 


= ヶ 日 本 の 宇宙 開発 予算 は 


聞き た い 


2007 年 度 は 1838 億 円 を 計上 
規模 は NASA の 約 10 分 の 1、 
ESA の 約 2 分 の 1 


JAXA の 行っ て いる 仕事 は 宇宙 航空 
分 野 の 多岐 に わた っ て いま す 。 ロケ ッ ト 
や 人 工 衛 星 の 開 発 や 打ち 上 げ 、 航空 機 
関係 の 研究 開発 、 宇宙 科学 の 研究 、 
際 宇 宙 ス テー ショ ン の 「 き ぼう 日 本 実 
験 棟 の 開発 や 運用 、 有 人 宇宙 活動 な ど 、 
さま ざま で す 。 こう し た 活動 の た め の 
予算 と し て 、 2007 年 度 は 1838 借 円 が 計 
上 され て いま す 。 

06 年 度 ま で の JAXA の 予算 を 、 NASA 
(米国 航空 宇宙 局 ) 及び ESA (欧州 宇宙 
機関 ) と 比べ て みた の が 【 図 1】 で す 。 こ 
れ を 見 る と わか る よう に 、JAXA の 予算 
は NASA の 約 10 分 の 1、 ESA の 約 2 分 の 1 
の 規模 と な っ て いま す 。 NASA の 予算 は 
この と ころ ずっ と 増加 傾向 を し て い 
ます 。 ESA は ほぼ 同 水 準 で 推移 し て い 
ます 。 一 方 、JAXA の 予算 は 05 年 まで は 
わずか な が ら 減 少 傾向 に あり まし た 。 

ちな み に 07 年 4 月 現在 の JAXA の 職員 数 
は 1649 名 で す 。 こ れ は NASA の 約 10 分 の 1、 
ESA の 約 5 分 の 1 の 規模 に 当たり ます 。 


ロケ ッ ト 打 ち 上 け げ 成 功 率 は 
90% 以 上 限ら れ た 予算 と 人 貞 で 
世界 的 に 高い 水準 の 実績 


その 国 の 宇宙 計画 が どの くら いう ま 
くい っ て いる か を 見 る 目安 の 1 つが 、 ロ 
ケッ ト の 打ち 上 げ 成 功 率 で す 。【 図 2】 は 、 
各国 の 打ち 上 げ 成 功 率 を 比較 し た も の 
で す 。 日 本 の 場合 、 こ れ ま で に 57 回 の 
打ち 上 げ を 行い 、52 回 成功 し まし た 。 
打ち 上 げ 成 功 率 は 90% を 超え 、 ロ シア 、 
欧州 、 米国 と 肩 を 並べ て いま す 。 JAXA 
が 限ら れ た 予算 と 人 員 の 中 で 、 世界 的 
に 高い 水準 の 実績 を あげ て いる こと が 
お わか り い た だ ける と 思い ます 。 


2005 年 3 月 に 策定 し た JAXA の 長期 ビ 
ジョ ン の 中 で は 、「 宇 宙 航 空 技術 を 活用 
する こと で 、 安 全 で 豊か な 社会 の 実現 に 
貢献 する ] こ と を 、5 本 の 柱 の 中 の 1 つと 
し て あげ て いま す 。 宇宙 航空 の 分 野 は 、 
ます ます 私 た ちの 生活 と 深い 関わ り を も 
つよ うに な っ て いき ます 。 JAXA は 、 これ 
か ら も 宇宙 航空 の 分 野 で 皆さま の 生活 
に 役立つ こと を 大 き な 目 標 の 1 つと し て 
活動 を 続け て いき た いと 考え て いま す 。 


いく ら ? 


この コー ナー で は 、 JAXA が 全国 各地 で 開催 し て いる 
タウ ン ミ ー テ ィング や 講演 会 、 展示 会 な と で 
読者 の 方 々 か ら 寄 せら れる こと が 多い 質問 を 選ん で 、 
皆さま に お 答え し て いき ます . 第 1 回 目 は 、 
[日 本 の 宇宙 開発 全体 で か か る 予算 は どの ぐら いな の か ? | 
に つい て お 答え し ます 


日 本 、 ア メリ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 予算 比較 【 図 1】 
宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAXA) 軒 欧 州 宇宙 機関 (ESA) 上 米国 航空 宇宙 局 (NASA) 
(単位 : 億 円 ) 
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各国 の ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 成 功 率 【 図 2】 
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ロシア 欧州 米国 中 国 日 本 イン ド イスラエル 


*1980 年 1 月 1 日 一 2007 年 4 月 30 日 まで の 打ち 上 ば げ 実 績 に よる 

* ロ シア は 旧 ソ 連 、 ウ クラ イナ を 含む 

* ネ 上記 分 類 を また ぐ 多 国籍 企業 (セー ロン チ 社 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル ロン チ サ ー ビ シズ 社 、 ユ ー ロ コッ ト 社 、 
スタ ー セ ム 社 ) に よる 打ち 上 げ は 除く 


月 25 日 午前 9 時 42 分 頃 、 石川 県 
能登 半島 沖 を 展 源 と する マグ ニ 
チュ ー ド 6.9 の 地震 が 発生 し まし た 。 こ 
の 地震 は 、 石 川 県 の 七尾 市 、 輸 島 市 、 穴 
水町 で 岩 度 6 強 を 観測 し た ほか 、 北 海道 
か ら 中 国 ・ 四 国 地方 に か け て 広い 男 囲 
で 揺れ が 感じ られ 、「 平成 19 年 (2007 年 ) 
能登 半島 地震 ] と 名 付け られ まし た 。 
3 月 28 日 、 陸 域 観測 技術 衛星 |「 だ い 
ち 」 は 被災 地 の 緊 急 観測 を 行い 、 土 砂 
崩れ の よう す な ど を 確認 し まし た 。 こ 
の 観測 に 用 いら れ た の は 「 だ いち 」 の 
「PRISM」 及び 「AVNIR-2」 と いう 光学 
セン サー で す 。 この よう に 、 どこ で 災害 
が 起こ っ て る も 数 日 以内 に 被災 状況 を 確 
認 で きる の が 、| だ いち 」 の 光学 セン サ 
ー の 特徴 で す 。 


る ! 

能登 半島 周辺 の 
地殻 変動 図 

IPALSAR」 で 観測 し た 4 月 
10 日 の 画像 デー タ と 、 2 月 
23 日 に 取得 され て いた 画 
像 デー タ を 用 いて 差分 干 
渉 処 理 を 行っ た も の で 、 
能登 半島 地震 に よる 地殻 
変動 の 様子 が 色 で 表 さ れ 
て いま す 。 特に 震源 地 周 
辺 に お いて 色 の 変化 が 激 
し く 、 謀 源 周辺 約 40km 四 
方 の 地盤 が 隆起 し て いる 
の が わか り 、 最 大 45cm も 
の 隆起 が 見 られ ます 。 

( 色 の 一 周期 は 11.8cm の 
変動 を 表し て いま す ) 


| 開 。 コ 開 」 
-11.8cm 0 11.8cm 


衛星 か ら 遠 ざか る 衛星 に 近づく 
ーー 
20km 


4 月 10 日 に は 「 だ いち 」 の 合成 開 ロ レー 
ダー「PALSAR」 を 用 いて 、 被 災 地 の 地殻 
変動 の よう す が 観 測 さ れ ま し た 。 

「PALSAR」 は 、 衛 星 か ら 電 波 を 発射 
し て 、 地面 で 反射 し て きた 電波 を 受信 す 
る セン サー で す 。 反射 し て 戻っ て きた 電 
波 に は 、 衛 星 と 地面 まで の 距離 の 情報 
が 含ま れ て いま す 。 し た が っ て 地震 発生 
前 と 発生 後 の レ ー ダ ー 画 像 の 「 差 」 を と 
る と 、 地 震 に よっ て 地面 が どの よう に 動 
いた か が わか り ま す 。 この 手法 は 「 差 分 
干渉 処理 ] と よ ば れ て いま す 。 

国土 地理 院 に お いて も 、GPS 観 測 等 
か ら 断 層 面 の ズレ に よる 地殻 変動 が 検 
出さ れ て いま す が 、「PALSAR」 に よる 観 
測 で 、 この 地殻 変動 を 裏付け る 観測 結 
果 が 得 ら れ ま し た 。 


% (0 
4 月 10 日 に 「PALSAR」 で 
観測 し た 能登 半島 の 画像 
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来 夏 打ち 上 ば げ 予 定 の 
HI 語 ル ME 器 寺 」 

小型 副 衛 星 を 
選定 

は 、 昨 年 、 H-IIA ロ ケッ ト に 

りす る 小型 衛星 の 公募 を 開 
始 し 、 技術 調整 等 行っ て きま し 
た が 、 こ の ほど 来 夏 打 ち 上 げ 予 
定 の 温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 
「GOSAT] の 相乗 り を 想定 し た 
小型 衛星 6 機 を 選定 し まし た 。 
昨年 の 公募 は 、 2008 年 度 以降 の 
H-IIA ロ ケッ ト の 相乗 り 打 ち 上 げ 
を 対象 に 行い 、 企業 ・ 大 学 等 か 
ら 総数 21 件 も の 応募 を いた だ き 
まし た 。 その 中 か ら 19 件 を 選び 、 
| 小型 衛星 搭載 候補 リス ト 」 に 登 
録 し まし た が 、 今 回 は 、 そ の 中 
で 来年 度 打ち 上 げ を 希望 する 13 
件 の 小型 衛星 を 対象 に 、 上 記 の 
機会 に 相乗 りす る 小型 衛星 を 選 
考 し た も の で す 。 
選考 に 当たっ て は 、 衛 星 開発 の 
進捗 状況 や 、 安全 上 の 諸 要 求 に 
適合 する と いっ た 技術 的 な 要件 
と 共に 、 ミッ ショ ン 内 容 や 宇宙 開 
発 の 裾野 の 広がり や 波及 効果 、 
教育 面 や ビジ ネス 面 で の 効果 な 
どの 観点 も 評価 に 加え まし た 。 
相乗 り 小型 副 衛 星 の 
選定 結果 
(応募 機関 、 衛星 名 と ミッ ショ ン 内 容 ) 
50cm 級 
信 東 大 阪 宇宙 開発 協同 組合 「SOHLA-1] 
(地域 産業 活性 化 、 
PETSAT 先 行 実験 、 雷 観測 ) 
信 東 北大 学 「 ス プラ イト 観測 衛星 
(SPRITE-SAT)」 
(スプ ライ ト 現 象 ・ 地 球 起源 ガン マ 線 観測 ) 
10cm30cm 級 
@ ソ ラン 株 式 会 社 「 の かがやき] 
(障害 を も っ た 子ども た ちの 夢 を 
宇宙 に つなげ る 活動 ) 
人 @ 東 京 大 学 「PRISM] 
(伸展 式 屈折 望遠 鏡 に よる 
地球 画像 取得 実験 ) 
信 香 川 大 学 「STARS」 
(テザー 宇宙 ロボ ッ ト 技 術 実証 試験 ) 
念 都立 産業 技術 高等 専門 学校 
「 航 空 高専 衛星 KKS-1」 
(マイ クロ スラ スタ 及び 
3 軸 姿 勢 制 御 機能 の 実証 ) 


4 月 24 日 の 記者 会 見 で 質問 に 答え る 川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
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イタ リア 宇宙 機関 と 共催 で 


宇宙 に お ける イタ リア 」 を 開催 


リア の 春 2007| の イベ ント の 1 

し て 、 イタ リア 宇宙 機関 (ASI) 
と JAXA の 共催 に より | 宇宙 に お 
ける イタ リア | を 開催 し まし た 。 
東京 ・ 汐 留 の Shiodomeitalia ク リ 
エイ ティ ブ セ ン ター で 5 月 18 日 
に 行わ れ た を オープニング セレ モ 
ニー で は 、 駐日 イタ リア 大 使 、 ASI 
総裁 の ご 挨拶 の 後 、 立 川 敬二 理 
事 長 が 挨拶 し 、 日 本 と イタ リア の 


デザ イナ ー に よる 宇宙 ファ ッ シ ョ 
ン シ ョ ー を 行い まし た 。 また 、 同 
セン ター で イタ リア の 最新 の 宇宙 


工学 技術 が 紹介 され た ほか 、 東 較 
京 ・ 九 段 に ある イタ リア 文化 会 館 | 


で は 、「 宇 宙 技 術 に よる 防災 に 
関す る シン ポジ ウム | (5 月 23 日 ) 
や 古川 聡 宇宙 飛行 士 と 2 名 の イ 
タリ ア の 宇宙 飛行 士 に よる 講演 
会 (5 月 29 日 ) も 行い まし た 。 


一 4 
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中 ブ 挨拶 する 立川 理事 長 
下 グ JAXA の 展示 コー ナー 


A 人 欠 A 
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南 ス テー ショ ン に 取り 付け 
る |「 き ぼう 日 本 実験 棟 の 打 
ち 上 げ が 、 来年 か ら 始 まり ます 。 
3 回 に 分 け て 行わ れる この 取り 
付け ミッ ショ ン に は 、JAXA の 土井 
隆雄 、 星 出 彰 彦 、 若 田 光一 の 3 
人 の 宇宙 飛行 士 が それ ぞ れ 参加 
する こと に な っ て お り 、TAXA は 
現在 、 よ り 多 く の 方 々 に この 一 
大 イベ ント へ の 親しみ を も っ て 
いた だ く た め 、|「 キャ ッ チ フレ ー 
ズ 」 の 募集 を 行っ て いま す 。 締め 
切り は 7 月 31 日 。 詳細 は JAXA ウ 
ェ ブ サイ ト か 、 キ ャ ッ チ フレ ー ズ 
募集 事務 局 (TEL.029-868-3074) 
まで お 問い 合わ せく だ さい 。 


JAXAS 


回 時 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 代 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 傘 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 


B 


刷 製本 代 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


平成 19 年 6 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 天 宣 
副 委員 長 矢代 清高 
委員 阪本 成一 


顧問 山根 一 眞 


| き ぼ ば う ] 日 本 実験 棟 の 
] ち 上 げ キ ャ ッ チ フレ ー ズ 募集 


参考 

過去 の 日 本 人 宇宙 飛行 士 

搭乗 ミッ ンション の キャッ チ フ レー ズ 

人 @STS-114 [翔べ ! き ぼ う の 未 来 圏 へ 
(野口 宇宙 飛行 士 ) 

人 @STS-92 | 地球 人 の 世紀 へ ] 
(若田 宇宙 飛行 士 ) 

@STS-99 「 地 球 ま ほろ ば | 
(毛利 宇宙 飛行 士 ) 

@STS-65、STS-95 [仕事 場 は 宇宙 
(向井 宇宙 飛行 士 ) 

@STS-87 「 星 た ちの 世界 と の 遭遇 | 
(土井 宇宙 飛行 士 ) 

人 @STS-72 |「 つ か め 、 未 来 を ] 
(若田 宇宙 飛行 士 ) 

人 @STS-47 |「 ふ わっ と 792 
(毛利 宇宙 飛行 士 ) 


左 か ら 土 井 、 星 出 、 若田 の 各 宇宙 飛行 士 


作文 絵画 コン テス ト の 募集 ポス ター 


パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン で は 活発 な 議論 が 交わ され た 


温暖 化 な どの 気候 変動 研究 、 

て 地球 全体 を 観測 する も っ 
と も 有効 な 手段 で ある 衛星 稔 測 
の ある べき 姿 に つい て 検討 する 
| 気候 変動 予測 と 衛星 観測 の 未 
来 シ ン ポ ジウ ム ]| を 4 月 26 日 、 東 
京 ・ 大 手 町 で 開催 し まし た 。 


JAXA が 現在 、 推進 する | 地球 環 


境 変動 観測 ミッ ショ ン (GCOM) 」 
や [ 雲 ・ エ アロ ゾル 放射 ミッ ショ 
ン (EarthCARE) | の 紹介 や 、 気 
候 変動 と 社会 と の 関わ りな ど を 
論点 と し た 講演 が 行わ れ 、 最後 
に まとめ と し て 「 統合 する 地球 
研究 、 真実 を 探る 力 と 我々 の 未 
来 |] を テー マ に パネ ルディ スカ ッ シ 
ョ ン を 行い まし た 。 
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確 し いま 像 月 だ ぅ うさ 探 
認 く ? た す で き な ん 春 
く は 締 は る の まっ が 衛 
だ 』J め 絵 未 仕 ま て 大 晶 
さ A 切 画 来 事 * い 人 セ 
ズリ に の の 月 る ビレ 
の と 行 を つ ネ 

= 月 め よ 欠い 思 た に 
プ 31 て うこ 月 いこ ち 
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て 絵 国 15 
い 画 の 
まっ ュ 小 日 
キン >: の 
3 
今 ス 学 且 
年 ト 生 の 
の の を 日 
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1 品 象 記 


情報 セン ター「JAXA i」 


H-TA ロ ケッ ト の メイ ン エ ンジ ン 雪 
| LE-7A」 の 実 物 を 兄 に 1 の 


京 駅 か ら 徒 歩 1 分 。 丸の内 オア ゾ 

に ある 「JAXA i| は 、 本 物 の ロケ ッ 
ト エ ンジ ン や 宇宙 服 の レプ リカ 、 宇 宙 
か ら 見 た 地球 の 映像 な ど を 展示 し て い 
ます 。 4 月 の リニュ ー ア ルオ ー プ ン で 、 
日 本 の 主 カ カロ ケッ ト H-TA の メイ ン エ ン 
ジン 「LE-7A」 を 登場 。 都心 に いな が ら 
に し て 宇宙 開発 の 最前 線 に ふれ られ る 
スポ ッ ト で す 。 


ト 
IMAXA ii は 、 
/ 皆様 と 宇宙 を 結ぶ 
広場 で す 。 


の 
ショ ッ プ & レ スト ラン 
2F 


東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 
10:00 一 20:00 年 中 無休 
(元旦 及び 2 月 第 3 日 曜日 を 除く ) 


筑波 宇宙 セン ター 


月 21 日 の 筑波 宇宙 セン ター 特別 H- エ ロケ ッ ト 実 機 を 展示 


公開 に 合わ せ て 、「H-I ロ ケッ ト 実 
機 」 展 示 の 公開 が 行わ れ ま し た 。「 つ く 本 物 の 口 ケッ ト が % ち っ て きた 
ば で 見 つけ た ! 宇宙 の 扉 ]」 を キャ ッ チ フ 
レー ズ に し た 特別 公開 は 、 過 去 最高 の 陵 
9970 名 が 来場 し 、 大 盛況 の うち に 閉 
幕 。「H-I ロ ケッ ト 実 機 ]」 は 現在 、 常設 展 
示 と な っ て お り 、 特 別 公開 日 以外 で も 


見 学 す る こと が で きま す 。 施設 見 学 の い イ ウェ イ パ バス) 
詳細 は 、JAXA ウ ェ ブ サイ ト で ご 確認 く 陣 SS の ai 


だ さい 。 に の 和 ま 水戸 
http://Wwww.jaxa.jp/Visit/tsukuba/ ( 
所 在 地 
〒305-8505 
茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
見 学 の お 問い 合わ せ 
TEL.029-868-2023 


ー タク シー (Te 
つく ば エク スプ レス 「 つ くば 」 駅 下車 

ー タク シー( 約 10 分 ) 又は 関 鉄 バ ス 
ハイ ウェ イ バ ス 「 東 京 駅 」( 八 重 洲 南 口 ) 

ー 「 つ くば セン ター」 行き [並木 一 丁目 ] 下 車 


2 中 
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